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東京六華同窓会 広報委員会

2025年「東京六華同窓会　総会・懇親会」のお知らせ2025年「東京六華同窓会　総会・懇親会」のお知らせ
2025年度の「東京六華同窓会 総会・懇親会」を下記の日程で開催致します。
総会・懇親会の当番期は南41期・51期・61期です。
コロナ禍以降、イベントスペースでのでの開催が続いておりましたが、久々のホテル宴会場での
開催としました。その関係で７月開催となっております。同期、同窓の方をお誘いの上、
奮ってご参加ください。

《開催日》2025年7月19日（土） 総会 15時～/懇親会 16時～
《会場》

《会費》

第一ホテル東京 5階「ラ・ローズ」

東京六華同窓会会報 第136号

JR[ 新橋駅 ] 北改札より日比谷口 (ＳＬ広場側 ) 徒歩約 2分
東京メトロ銀座線 [新橋駅 ]7 番出口方面より内幸町地下歩道にて直結徒歩約 2分

展
に
ご
協
力
た
ま
わ
り
た
く
、
P
C
版
と
ス
マ
ホ
版
の

フ
ッ
タ
ー（
最
下
部
）に
掲
出
す
る「
名
刺
広
告
」に
て
、

皆
様
の
温
か
い
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま

す
。コ
ン
テ
ン
ツ
充
実
に
尽
力
し
、同
窓
に
高
角
度
で
響

く
限
定
タ
ー
ゲ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
か
つ
て
の
紙

媒
体
以
上
に
広
く
認
知
・
拡
散
さ
れ
る
こ
と
を
お
約
束

い
た
し
ま
す
。個
人
事
業
主
・
幹
事
期
・
篤
志
家
の
皆

さ
ま
、ご
出
稿
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
、同
窓
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、健
や
か

に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
お
引
き
立
て
を
お
願
い
申
し
上
げ
た

い
と
こ
ろ
、甚
だ
不
躾
な
が
ら
、「
東
京
六
華
同
窓
会『
ウ

ェ
ブ
名
刺
広
告
』ご
協
賛
の
お
願
い
」を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
と
P
C
（
パ
ソ
コ
ン
）
版

の
掲
出
例
お
よ
び
広
告
料
金
（
正
規
版
と
簡
易
版
を
ご

用
意
）に
つ
き
ま
し
て
、添
付
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

前
回
発
行
（
2
0
2
4
年
5
月
17
日
）
の
会
報
か
ら
、

紙
媒
体
と
し
て
の
印
刷
・
郵
送
を
廃
止
し
て
P
D
F
で

の
ウ
ェ
ブ
掲
出
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
と
同
窓
会
と
し
て
の
持
続
可
能
性
を
考
慮
し

た
も
の
で
す
。事
務
局
と
し
て
も
、21
年
3
月
の
東
京
事

務
所
の
閉
鎖
か
ら
ほ
ぼ
実
務
ベ
ー
ス
で
の
活
動
に
専
念

し
て
お
り
ま
す
。ま
た
23
年
10
月
開
催
の
総
会
に
て
、札

幌
の
六
華
同
窓
会
と
同
様
、
札
幌
第
一
中
学
校
・
札
幌

第
一
高
等
学
校
・
札
幌
南
高
等
学
校
の
卒
業
生
は
す
べ

て
六
華
同
窓
会
会
員
お
よ
び
東
京
六
華
同
窓
会
会
員
と

な
る
旨
が
決
定
し
、
東
京
六
華
同
窓
会
会
の
年
会
費
が

廃
止
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
札
幌
と
東
京
に
お
け
る
毎
年
恒
例

の
同
窓
会
行
事
の
開
催
、実
行
委
員
会
の
組
織
運
営
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
管
理
、
現
役
南
高
生
へ
の
寄
付
な

ど
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
当
該
組
織
の
年
間
予
算
か
ら
捻

出
し
て
お
り
ま
す
。東
京
六
華
同
窓
会
の
懐
具
合
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
東
京
六
華
同
窓
会
の
さ
ら
な
る
発

東
京
六
華
同
窓
会「
ウ
ェ
ブ
名
刺
広
告
」

ご
協
賛
の
お
願
い
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東京六華同窓会会長　片山晶彦（南23期）

～南 20期まで (8,000 円 )　南 21～ 50期 (12,000 円 )　
南 51～ 70期 (8,000 円 )　南 71期以降 (3,000 円 )

2025 年度の総会・懇親会の開催日は例年より約 1カ月遅れとなる 7 月 19 日 ( 土 ) で
す。久しぶりにホテルの宴会場を確保することができ、同期・同窓の皆さまと楽しく語
らう時間をご用意しております。夏休みスタートの 3 連休で交通、宿泊が混雑する恐
れがあります。遠方からのご参加の方は早めの手配をお願いいたします。

東京都東京新橋1-2-6 

《東京六華同窓会ウェブ名刺広告料金（年間）》
①【正規版】：金10,000円（税込）※指定リンク付き
②【簡易版（名前・卒業年のみ）】：金3,000円（税込み）
・掲出場所：PC版とスマホ版のフッター、会誌PDF
・資格：東京六華同窓会会員
・掲出順：卒業年（例外あり）
・更新：掲出10ヵ月を目途に事務局より次年度出稿のお願い
・東京六華同窓会： info@tokyorikka.jp

2
0
2
5
年
1
月

東
京
六
華
同
窓
会 

事
務
局

スマートフォン版
掲載例 今からちょうど 60 年前の正門

（六華の門）前にて。
1965 年 1 月撮影

PC（パソコン）版掲載例

実行委員長　若林理 （南 41 期）
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フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
上
の
仮
想
部
活
「
六

華
肉
食
部
」
が
例
年
10
月
上
旬
の
日
曜
日

に
主
催
し
て
い
た
「
六
華
ジ
ン
パ
（
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
）」
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
中
断
を
経
て
、
2
0
1
9
年
以

来
５
年
振
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
北
村 

聡
さ
ん
（
南
30
期
）
を
は
じ
め

と
す
る
有
志
実
行
委
員
に
よ
っ
て
企
画
・

運
営
さ
れ
た
の
で
す
が
、
旗
振
り
が
替

わ
っ
た
こ
と
、
数
年
の
時
を
置
い
て
い
る

こ
と
、
初
め
て
の
会
場
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
開
催
ま
で
に
は
紆
余
曲
折
多
数
。

そ
れ
に
関
わ
っ
た
者
の
一
人
と
し
て
、
そ

の
内
幕
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
ず
は
会
場
の
手
配
が
必
要
、
と
い
う

こ
と
で
、
24
年
9
月
29
日
（
ニ
ク
の
日
で

す
）
の
日
曜
日
に
J
R
両
国
駅
前
屋
外
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
B
B
Q　

D
A
Y
S
両
国
」
を
予
約
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
段
階
で
45
名
ま

で
と
い
う
上
限
が
決
定
（
ち
な
み
に
告
知

　

は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
「
六
華
応
援
ひ
ろ

ば
」
に
て
行
い
ま
し
た
）。

　

次
に
重
要
な
の
が
羊
肉
の
手
配
。
以
前

は
六
華
御
用
達
の
居
酒
屋
さ
ん
経
由
で
仕

入
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
今
の

羊
肉
高
騰
も
あ
り
精
肉
店
か
ら
直
に
仕
入

れ
ま
す
。マ
ト
ン
レ
ッ
グ
3
㎏
、ラ
ム
ロ
ー

ル 

12
㎏
、
羊
脂
3
㎏
を
予
約
。

　
「
タ
レ
」
は
六
華
の
中
で
も
「
ベ
ル
」

派
と
「
ソ
ラ
チ
」
派
に
分
か
れ
て
い
る
た

め
、
両
方
を
仕
入
れ
ま
す
。
事
前
に
取
り

寄
せ
て
会
場
に
持
ち
込
む
の
で
す
が
、
市

販
の
瓶
を
テ
ー
ブ
ル
分
、
と
な
る
と
コ
ス

ト
も
重
さ
も
な
か
な
か
の
も
の
に
。
そ
こ

で
大
き
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
を
購
入

し
、
そ
れ
を
軽
量
の
ボ
ト
ル
に
会
場
で
小

分
け
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
色
違
い
２

種
の
ボ
ト
ル
を
「
ダ
イ
ソ
ー
」
で
手
配
し

ま
す
。
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
用
の
鍋
は
会
場
に

な
い
の
で
、
こ
れ
も
ア
ル
ミ
の
鍋
を
ネ
ッ

ト
で
手
配
。
実
は
以
前
開
催
さ
れ
た
際
の

反
省
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
今
回

の
開
催
に
当
た
っ
て
大
変
有
益
な
資
料
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
ビ
ー
ル
の
注

文
数
な
ど
を
割
り
出
し
ま
す
。
ビ
ー
ル
は

24
缶
の
箱
を
５
箱
！
注
文
。「
黒
ラ
ベ
ル
」

「
エ
ビ
ス
」「
晴
れ
風
」「
秋
味
」「
オ
リ
オ
ン
・

ザ
・
ド
ラ
フ
ト
」
の
３
社
５
種
。

　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
は
大
量
の
野
菜
も
不

可
欠
で
、
当
日
購
入
し
て
現
地
で
カ
ッ
ト

す
る
ほ
か
、
事
前
購
入
で
カ
ッ
ト
し
て
持

ち
込
み
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

他
細
か
い
こ
と
数
多
の
決
め
事
を
、

S
N
S
を
使
っ
て
実
行
委
員
間
で
行
い
当

日
を
迎
え
ま
す
。

　

数
日
前
ま
で
は
台
風
の
接
近
も
予
想
さ

れ
て
い
た
も
の
の
、
ま
ず
ま
ず
の
お
天
気

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
私
は
当
日
買
い
出
し

隊
の
２
名
と
一
緒
に
「
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
」で
野
菜
等
を
ゲ
ッ
ト
、「
カ
ク
ヤ
ス
」

で
ピ
ー
ル
を
仕
入
れ
、「
ま
い
ば
す
け
っ

と
」
で
、
飲
み
物
を
冷
や
す
た
め
の
ロ
ッ

ク
ア
イ
ス
と
、
予
約
し
て
あ
っ
た
塩
む
す

び
88
個
を
買
い
付
け
車
で
会
場
へ
搬
入
。

　

肉
は
精
肉
店
か
ら
会
場
へ
直
接
搬
入
し

開
場
を
待
ち
ま
す
、
受
付
や
作
業
用
テ
ー

ブ
ル
を
確
保
し
た
後
、
参
加
者
が
開
場
入

り
。
最
終
的
に
ご
家
族
も
含
め
て
44
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
私
も
差
し
入
れ
で
持
ち

込
ん
だ
３
l
箱
の
白
ワ
イ
ン
の
中
身
を
取

り
出
し
て
、
ビ
ー
ル
と
と
も
に
氷
水
に
漬

け
ま
す
。

　　

北
村
さ
ん
の
開
会
宣
言
で
ジ
ン
パ
は
開

始
。
早
速
ビ
ー
ル
で
乾
杯
の
後
、
辺
り
は

煙
と
羊
臭
に
包
ま
れ
ま
す
。
参
加
者
か
ら

も
パ
ン
や
サ
ラ
ダ
、
赤
ワ
イ
ン
な
ど
の
お

酒
と
、
多
数
の
差
し
入
れ
が
あ
り
、
途
中

2
0
2
5
年
東
京
六
華
同
窓
会
総
会
・
懇

親
会
の
幹
事
期
か
ら
の
告
知
な
ど
を
織
り

込
み
な
が
ら
、
２
時
間
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は

あ
っ
と
い
う
間
に
お
開
き
。
多
く
の
差
し

入
れ
の
お
か
げ
も
あ
り
、
収
支
は
ほ
ぼ
ト

ン
ト
ン
、
と
い
う
感
じ
で
め
で
た
く
締
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
た
長
内
宏
之

さ
ん
（
南
37
期
）
は
、「
私
は
13
年
の
初

回
か
ら
参
加
し
て
い
る
が
、
幅
広
い
世
代

が
一
緒
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
だ
と
思

う
。
幹
事
長
を
担
っ
て
い
た
先
輩
が
残
し

て
く
れ
た
素
敵
な
備
忘
録
を
頼
り
に
、
幹

事
一
同
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
開
催
に
こ

ぎ
つ
け
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
参

加
い
た
だ
け
て
よ
か
っ
た
」
と
語
り
、
初

参
加
の
高
橋
文
菜
さ
ん
（
南
63
期
）
か
ら

は
、「『
ジ
ン
パ
』
と
い
う
懐
か
し
い
言
葉

の
響
き
に
惹
か
れ
て
参
加
し
た
の
で
す

が
、
六
華
の
先
輩
方
に
囲
ま
れ
、
と
て
も

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ワ
イ
ン
も
お
い
し
か
っ
た
！
ぜ
ひ
ま

た
参
加
し
た
い
で
す
」
と
う
れ
し
い
感
想

が
。

　

実
行
委
員
の
緊
密
な
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

ほ
か
、
参
加
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
無
事

乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
参
加

者
の
最
終
確
認
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
も
事
実
。今
後
、

今
回
の
反
省
を
生
か
し
つ
つ
、
有
志
の

方
々
の
力
を
頂
き
な
が
ら
継
続
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員
長

南
28
期 

今
井
康
人　
　
　

タレはベル派とソラチ派
に分かれる。
マトンレッグ 3㎏、
ラムロール 12 ㎏、
羊脂 3㎏が
あっというまに胃袋へ

ビールは 24 缶の箱を５箱注文。
黒ラベル、エビス、晴れ風、秋味、
オリオン・ザ・ドラフトの
３社５種を用意

ついに再開！
同窓多数が集った
「六華ジンパ」

う
よ
き
ょ
く
せ
つ
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1-8 で敗退（7回コールド）。頑張りました！

1塁側から観戦。紫のメガホンが一体感を生む

大和ハウスプレミストドーム（札幌ドーム）全景秋季北海道高等学校野球大会で全道ベスト 8の快挙

　

父
が
転
勤
族
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
大

学
入
学
の
た
め
上
京
す
る
の
と
同
時
期
に

実
家
も
石
川
県
金
沢
市
に
引
っ
越
し
た
た

め
、そ
の
後
私
の
帰
札
の
機
会
は
少
な
く
、

2
0
2
4
年
10
月
19
日
の
六
華
同
窓
会
出

席
の
た
め
札
幌
に
向
か
っ
た
の
は
5
年
ぶ

り
で
し
た
。
今
回
は
25
年
東
京
六
華
同
窓

会
総
会
・
懇
親
会
実
行
委
員
と
し
て
の
参

加
で
す
。

　

六
華
同
窓
会
懇
親
会
で
の
宮
澤
一
校
長

先
生
の
あ
い
さ
つ
で
「
当
校
が
秋
季
北
海

道
高
等
学
校
野
球
大
会
で
全
道
ベ
ス
ト
８

に
進
出
し
て
お
り
、
明
日
の
準
々
決
勝
の

対
戦
相
手
が
先
ほ
ど
駒
大
苫
小
牧
高
校
に

決
ま
っ
た
」
と
聞
き
、
翌
20
日
の
試
合
を

観
戦
し
よ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
母
校

野
球
部
が
出
場
す
る
試
合
の
観
戦
は
今
か

ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
20
年
以
上
前
、
00
年

夏
に
南
高
が
61
年
ぶ
り
の
甲
子
園
出
場
を

果
た
し
、
東
京
か
ら
応
援
に
行
っ
た
と
き

以
来
の
こ
と
で
す
。

　

試
合
会
場
の
大
和
ハ
ウ
ス
プ
レ
ミ
ス
ト

ド
ー
ム
（
札
幌
ド
ー
ム
）
に
行
く
の
は
初

め
て
。
私
が
南
高
在
学
中
、
1
9
8
8
年

に
開
業
し
た
市
営
地
下
鉄
東
豊
線
は
、
当

時
豊
水
す
す
き
の
か
ら
栄
町
ま
で
の
営
業

で
、
豊
水
す
す
き
の
か
ら
福
住
方
向
に
乗

車
す
る
の
も
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
同

行
し
て
く
れ
た
友
人
の
案
内
の
ま
ま
福
住

駅
か
ら
徒
歩
で
現
地
に
向
か
い
ま
し
た

が
、
試
合
開
始
が
予
定
よ
り
か
な
り
遅
れ

る
と
の
情
報
を
入
手
、
途
中
に
あ
る
、

「
ラ
ー
メ
ン
山
岡
家
」
で
栄
養
補
給
し
な

が
ら
開
始
時
刻
が
近
づ
く
の
を
待
ち
ま
し

　

た
。

　

地
上
か
ら
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
上
り
、

ス
タ
ジ
ア
ム
に
入
る
と
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
に

は
「
札
幌
南
―
駒
大
苫
小
牧
高
」
の
文
字

が
。
04
年
、
翌
05
年
夏
に
甲
子
園
で
大
会

連
覇
を
果
た
し
た
強
豪
校
、
相
手
に
と
っ

て
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
。
1
塁
側
内
野
席

に
座
り
、
お
互
い
の
応
援
団
の
エ
ー
ル
交

換
を
見
て
気
持
ち
も
さ
ら
に
た
か
ぶ
り
ま

す
。

　

16
時
47
分
に
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
。
南
高
の

攻
撃
で
試
合
開
始
、
初
回
か
ら
ラ
ン
ナ
ー

を
出
す
も
無
得
点
。
序
盤
は
お
互
い
ヒ
ッ

ト
が
出
ず
、
得
点
が
入
ら
な
い
ま
ま
試
合

が
進
み
ま
し
た
。

　

3
回
表
の
攻
撃
、
両
チ
ー
ム
初
の
ヒ
ッ

ト
、
南
高
に
2
塁
打
が
出
る
も
あ
と
一
歩

の
と
こ
ろ
で
得
点
で
き
ず
。
そ
の
裏
、
相

手
に
1
点
先
行
さ
れ
て
以
降
は
毎
回
南
高

が
ピ
ン
チ
を
背
負
う
展
開
に
。
5
回
裏
に

は
ビ
ッ
グ
イ
ニ
ン
グ
を
許
し
、
6
回
裏
終

了
時
の
ス
コ
ア
は
0
対
8
と
大
き
く
リ
ー

ド
を
許
し
ま
す
。

　

7
回
表
、
得
点
差
に
よ
っ
て
は
最
後
の

攻
撃
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
こ
ろ
で
先

頭
バ
ッ
タ
ー
の
2
塁
打
に
よ
り
ノ
ー
ア
ウ

ト
2
塁
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。
こ
こ
で
感

激
し
た
の
は
全
校
応
援
で
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
は
じ
め
と
す
る

在
校
生
が
一
体
と
な
り
、
選
手
別
の
テ
ー

マ
曲
で
盛
り
上
げ
る
大
応
援
団
。
チ
ャ
ン

ス
テ
ー
マ
の
「
ア
ゲ
ア
ゲ
ホ
イ
ホ
イ
」
は

何
分
続
い
た
で
し
ょ
う
か
？　

１
点
が
入

り
南
高
応
援
団
は
最
高
の
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
す
が
、
試
合
は
そ
の
ま
ま
1
対
8

の
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
で
終
了
、
1
塁
側
ス

タ
ン
ド
に
一
礼
す
る
選
手
た
ち
に
拍
手
を

送
り
、
試
合
会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

私
の
在
学
時
も
札
幌
地
区
予
選
で
勝
ち

進
ん
だ
時
は
全
校
応
援
が
あ
り
、

3
年
間
ク
ラ
ス
が
一
緒
で
3
年
次
は
エ
ー

ス
ピ
ッ
チ
ャ
ー
だ
っ
た
友
人
を
は
じ
め
と

す
る
、
当
時
の
チ
ー
ム
を
円
山
球
場
ま
で

応
援
し
に
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。青
春
っ
て
や
っ
ぱ
り
う
ら
や
ま
し
い
。

「
南
高
野
球
部
全
校
応
援
」を
応
援
！

南
41
期 

川
上
浩
太　
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昨
年
度
よ
り
も
〝
は
っ
ち
ゃ
け
〞
ム
ー

ド
。
東
京
六
華
同
窓
会
主
催
の
第
30
回

「
2
0
2
4
年
度 

就
職
相
談
会
」
が
、
昨

年
11
月
23
日
（
土
）
に
T
K
P
新
宿
西
口

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ

た
。
学
生
の
参
加
人
数
は
、
事
前
申
請
12

名
の
う
ち
男
子
4
名
（
71
期
1
名
、
72
期

3
名
）・
女
子
4
名
（
72
期
1
名
、
72
期

相
当
子
女
1
名
、
73
期
2
名
）
の
計
8
名

で
、
キ
ャ
ン
セ
ル
連
絡
は
2
名
。
参
加
人

数
に
関
し
て
、
18
年
度
は
14
名
、
19
年
度

は
16
名
、
コ
ロ
ナ
禍
を
挟
ん
で
22
年
度
は

25
名
（
六
華
子
女
1
名
）、
前
年
度
は
12

名
と
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
、
今
回
の
8
名
は

近
年
で
は
最
少
で
あ
る
。

　

ま
れ
に
見
る
新
展
開
と
し
て
、〝
親
子

参
加
〞
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
井
出
真

理
子
さ
ん
（
南
38
期
）
は
、
相
談
員
と
し

て
で
は
な
く
、
神
奈
川
県
の
女
子
大
（
付

属
上
が
り
）
に
通
う
娘
を
連
れ
て
同
伴
参

加
。
就
活
中
の
娘
同
様
に
積
極
的
に
メ
モ

を
取
る
微
笑
ま
し
い
一
幕
も
あ
っ
た
。
過

新展開への過渡期
東京六華同窓会主催

「2024年度 就職相談会」
開催

保
護
に
育
て
ら
れ
た
私
個
人
も
、
仮
に
実

家
が
都
内
な
ら
ば
29
年
前
の
就
職
相
談
会

で
は
同
伴
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
（
怖
）。

「
六
華
同
窓
会
の
関
連
行
事
へ
の
参
加
は

初
め
て
で
ク
ラ
ス
会
の
記
憶
も
な
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
就
職
相
談
会
を
知
っ

た
」
と
い
う
母
の
心
、
偉
大
な
り
。
子
ど

も
の
た
め
な
ら
ば
、
足
が
遠
の
い
て
い
た

六
華
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
い
と
わ

な
い
同
窓
は
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
六
華
同
窓
会
の
維
持
拡
大
に
お
い
て
、

新
種
の
契
機
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

現
役
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
11
名
を
そ
ろ
え
た

就
職
相
談
員
の
立
場
か
ら
は
、
前
年
度
同

様
に
相
談
会
本
会
＆
同
会
場
で
の
親
睦

会
、
お
よ
び
２
次
会
ま
で
参
加
し
た
吉
田

篤
史
さ
ん
（
南
57
期
）
の
声
を
記
し
て
お

く
。
今
か
ら
13
年
前
に
就
職
活
動
に
取
り

組
ん
だ
吉
田
さ
ん
は
、「
常
見
陽
平
氏
の

基
調
講
演
に
あ
っ
た
『
ぶ
れ
な
い
自
分
へ

の
五
つ
の
問
い
』は
、当
時
の
就
活
中
だ
っ

た
自
分
自
身
に
聞
か
せ
、
考
え
た
い
内
容

だ
っ
た
」
と
、
常
見
氏
の
新
書
「
50
代
上

等
！
」
を
手
に
振
り
返
る
。
同
時
に
、「
そ

れ
は
社
会
人
と
し
て
経
験
を
積
ん
だ
今
も

考
え
る
べ
き
内
容
で
も
あ
っ
た
。
不
易
流

行
と
い
う
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
時
代
は

様
変
わ
り
し
て
い
る
も
の
の
、
本
質
的
な

自
分
自
身
の
在
り
方
や
価
値
と
を
諸
先
輩

方
と
考
え
る
機
会
に
な
っ
た
」
と
、
就
職

相
談
会
に
つ
い
て
評
価
し
た
。

　

相
談
会
開
催
後
の
事
務
局
会
議
で
は
、

青
田
買
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
絡
み
か

ら
、「
就
職
相
談
会
の
前
倒
し
夏
季
開
催
」

が
議
論
さ
れ
た
。
ま
た
本
年
度
の
よ
う
に

北
大
か
ら
の
参
加
者
も
少
な
か
ら
ず
お

り
、札
幌
の
六
華
同
窓
会
と
協
調
し
た「
上

京
就
職
・
U
タ
ー
ン
就
職
相
談
」
の
可
能

性
ま
で
議
事
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
親
御

さ
ん
の
ケ
ア
も
あ
る
だ
ろ
う
。
相
談
会
レ

ベ
ル
と
は
い
え
、
後
手
に
回
っ
て
い
る
現

況
は
否
め
な
い
。

　

最
後
に
、
自
主
参
加
の
た
め
補
足
に
と

ど
め
る
が
、「
こ
れ
が
就
職
相
談
会
の
本

丸
か
も
し
れ
な
い
!?
」
の
声
も
あ
る
近
隣

居
酒
屋
開
催
に
場
所
を
移
し
た
２
次
会
へ

の
学
生
参
加
は
6
名
（
北
大
、
東
大
、
慶

応
大
、
中
央
大
、
上
智
大
2
）。
例
年
以

上
の
高
確
率
で
の
場
所
移
動
で
あ
り
、
こ

こ
ぞ
と
ば
か
り
に
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
る

父
親
（
祖
父
）
世
代
の
相
談
員
た
ち
と
大

い
に
語
ら
い
和
気
あ
い
あ
い
と
盛
り
上

が
っ
た
。

　

札
幌
南
高
校
に
勤
め
る
六
華
同
窓
教
諭

か
ら
よ
く
聞
く
話
と
し
て
、
卒
業
式
に
お

け
る
仮
装
参
加
の
熱
量
は
、
ど
う
い
う
メ

カ
ニ
ズ
ム
な
の
か
1
年
ご
と
の
浮
き
沈
み

が
あ
る
と
い
う
。
今
回
の
就
職
相
談
会
や

実
際
の
就
職
活
動
に
お
い
て
も
、
直
近
の

上
世
代
が
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も

反
動
と
し
て
機
能
す
る
の
か
も
し
れ
ず
、

こ
れ
は
勤
務
先
で
O
B
・
O
G
面
談
や
人

事
採
用
に
も
関
わ
る
相
談
員
た
ち
も
お
そ

ら
く
感
づ
い
て
い
る
。
男
子
の
参
加
が
1

名
の
み
で
、残
る
女
子
11
名
全
員
か
ら「
と

に
か
く
不
安
で
す
」
の
声
が
挙
が
っ
て
い

た
前
年
度
の
印
象
が
尾
を
引
い
て
い
た

が
、２
次
会
が
お
開
き
に
な
っ
た
後
の〝
ヤ

ン
グ
六
華
〞
た
ち
の
屈
託
の
な
い
笑
顔
で

多
少
は
楽
観
で
き
た
。
西
武
新
宿
駅
ま
で

の
道
す
が
ら
ふ
と
気
付
い
た
の
だ
が
、
や

や
も
す
る
と
、
こ
れ
は
学
生
側
か
ら
わ
れ

わ
れ
年
長
者
へ
の
気
遣
い
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
合
格
。

広
報
委
員

南
43
期 

北
條
貴
文　
　
　

東京六華同窓会
幹事長の
福山賛次郎さん
（南 23 期）を
囲んで

学生と相談員が
車座で語らう。
左端の眼鏡男子が
吉田篤史さん
（南 57 期）

開場に持参した著書
「50 代上等！」も
早々に売り切れ。
基調講演で学生に
エールを贈った
常見陽平さん
（南 43 期）

２次会を終えて。
就活の健闘を祈る！ほぼ貸し切り状態。

KJミートダイニング
新宿西口店で催された
２次会
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2
0
2
4
年
10
月
19
日
（
土
）
に
、
札

幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
六
華
同
窓
会

2
0
2
4
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
参
加
者
数
は
4
7
2
名
。

多
く
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
幹
事
期
で
あ
る
南

49
期
に
対
し
、
広
告
協
賛
・
個
人
協
賛
を

は
じ
め
と
す
る
並
々
な
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜

り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は「
架
け
よ
う
。
六
華
大
橋
！
」

を
テ
ー
マ
に
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
先
輩
方
か
ら
私
た
ち
へ
と
架
け
て
い

た
だ
い
た
橋
は
、「
か
け
が
え
の
な
い
同

期
と
の
再
会
が
六
華
同
窓
会
の
一
つ
の
大

切
な
意
義
で
あ
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
感
じ
取
り
ま
し
た
。
こ
の
橋
を
次
の
世

代
に
架
け
て
い
く
た
め
に
も
、
ま
ず
私
た

ち
幹
事
期
が
同
期
と
の
再
会
を
楽
し
み
、

こ
の
活
動
が
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
と

感
じ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
準
備
を

進
め
、
総
会
・
懇
親
会
当
日
を
迎
え
る
に

至
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
考
え
た
の
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
企

画
で
す
。
私
た
ち
の
活
動
の
映
像
を
通
し

て
、
先
輩
の
皆
さ
ま
に
は
ご
自
身
の
幹
事

期
活
動
を
重
ね
て
懐
か
し
ん
で
い
た
だ
き
、

後
輩
の
皆
さ
ま
に
は
幹
事
期
活
動
は
楽
し

い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
暗
転
の
中
で
流

れ
る
チ
ャ
イ
ム
の
音
に
、
目
を
涙
で
濡
ら

す
同
期
も
多
く
い
ま
し
た
。
そ
し
て
動
画

の
後
の
静
ま
り
返
っ
た
会
場
の
一
体
感
！

　

我
な
が
ら
最
高
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
だ
っ

た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
企
画
か
ら
準

備
、
動
画
の
制
作
、
当
日
の
運
営
、
そ
し

て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
直
接
関
わ
ら
ず
と

も
、
懇
親
会
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
方
々

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

懇
親
会
は
そ
の
後
、林
美
香
子
会
長（
南

22
期
）
の
あ
い
さ
つ
、窪
田
毅
副
会
長
（
南

25
期
）
の
乾
杯
の
ご
発
声
の
後
、
歓
談
へ

と
進
み
ま
し
た
。
歓
談
で
は
、同
期
同
士
、

同
窓
生
同
士
の
楽
し
げ
な
会
話
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
野
球

部
監
督
で
あ
る
田
畑
広
樹
先
生（
南
51
期
）

か
ら
は
直
後
の
全
道
大
会
を
控
え
て
の
ス

ピ
ー
チ
も
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
恒
例
の
一
中
校
歌
斉
唱
と
続
き

ま
す
。
今
年
は
一
中
卒
の
大
先
輩
に
も
ご

登
壇
い
た
だ
き
、
一
緒
に
一
中
校
歌
を
斉

唱
し
た
こ
と
は
、
私
た
ち
幹
事
期
に
と
っ

て
も
大
き
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
同
窓
会
旗
の
引
き
継
ぎ
が
行
わ
れ
、

25
年
の
実
行
委
員
長
、高
橋
智
美
さ
ん（
南

50
期
）
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
札
幌
南
高
等

学
校
校
歌
の
斉
唱
、
そ
し
て
板
垣
昭
彦
副

会
長
（
南
25
期
）
に
よ
る
締
め
の
ご
発
声

を
も
っ
て
懇
親
会
の
幕
は
閉
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　

25
年
は
南
50
期
が
幹
事
期
を
務
め
、
活

動
テ
ー
マ
は
、

「
S
e
s
s
i
o
n　

F
o
r　

T
h
e

　

F
u
t
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e
」
で
す
。
未
来
に
向
け

て
ど
の
よ
う
な
S
e
s
s
i
o
n
が
さ
れ

る
の
か
、
25
年
の
総
会
・
懇
親
会
も
非
常

に
楽
し
み
で
す
。
皆
さ
ま
に
は
私
ど
も
南

49
期
に
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
御
厚
情
を
、

南
50
期
の
皆
さ
ま
へ
も
引
き
続
き
お
願
い

し
、
南
49
期
を
代
表
し
て
の
総
会
・
懇
親

会
の
開
催
報
告
と
い
た
し
ま
す
。
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廣部修平
六華同窓会 2024
実行委員長（南 49 期）

2025 年度の東京六華同窓会 総会・懇親会は
7月の開催になります

東京六華同窓会 2025 総会・懇親会
実行委員長　若林　理（南 41 期）

　2025年度の総会・懇親会は例年の6月ではなく、7月に変更し、7月19
日（土）に新橋の「第一ホテル東京」にて開催することになりまし
た。新型コロナの影響で見合わせていた対面開催が復活したのは23年
度でした。浜松町の貸会議室で久しぶりに同窓の皆さんにお会いできて嬉しかったこと
が思い出されます。24年度も半蔵門の貸会議室で盛大に行われ、ようやく対面形式が普
通にできる環境が整いました。
　札幌の同窓会が毎年札幌パークホテルで行われているように、東京でもホームグラウ
ンドを持ちたい、との思いから会場を探し始め、同期・同窓のご縁から「第一ホテル東
京」にて開催できることとなりました。7月はぜひ新橋へお集まりいただけたらと思って
おります。
　今年のテーマは「六華ノオト」。16年、札幌の六華同窓会のテーマで、9年ぶりの再登
板です。「六華ノオト　－RIKKA NOTES－」は、同窓生一人ひとりを「音」に例え、
各々の奏でる音の調和により美しい旋律が鳴り響くよう、そして、それぞれの歩み（記
録：notes）をつないで新たな時代を紡いでいけるようにとの願いを込めています。その
願いは変わらず、このテーマを旗印に南41期・51期・61期が集まり、同窓の皆さまをお
もてなしいたします。また、7月の開催に向け、会誌の広告・協賛募集を順次開始しま
す。ぜひご協力いただきますようお願いいたします。
　2025年7月19日（土）、新橋の第一ホテル東京で皆さまのご参加をお待ちしておりま
す。



　幸か不幸か、過保護で教育熱心な親に育てられた（はずの）六華同窓にとっ
てはショックを受けるデータが多かったかもしれない。2014 年 5 月 28 日
( 火 )、早稲田大学人間科学学術院社会的養育研究所所属の上鹿渡和宏さん

（かみかどかずひろ／南 40 期）をゲストスピーカーとして招聘した第 128
回「六華サロン」が、本の森ちゅうおう（京橋図書館）多目的ホールにて
開催された。テーマは「『こどもにために』で終わらせず、『こどもとともに』

へつなげる～社会的養護の現場から、こ
どもに必要なことを考える～」。参加者は
リアル会場と zoom 配信を合わせて 18 
名。90 分の登壇トーク後に近場で催され
た懇親（飲み）会も大いに盛り上がった。
　具体的な事例報告をもとに、「これから
の社会的養育」について語った上鹿渡さ
んは、児童福祉法が改正され「子どもの
権利と社会の責任」が明文化された 2016
年が大きなターニングポイントであると
指摘する。この 16 年は出生数が初めて
100 万人を下回り少子化への警鐘が盛んに
鳴らされた年でもある。全国の児童相談
所における虐待相談件数の推移を見ると、
1998 年の 5,000 件台から増加の一途にあ
り、2016 年の約 12 万件から急上昇し 20
年には 20 万件を超えた。
　この数字の背景には、子どもの SOS を
早期にキャッチする福祉局の活動強化や
各自治体の意識の高まりもあり、単純な
虐待数の増加だけでは片付けられない。
多面的な分析と対応というと言葉はやさしいが、要はケアが必要な子ども
ひとりひとりに応じてケースバイケースでの養育が必要なのだ。素人考え
では気が遠くなってしまう。
　日本および諸外国のデータがプロジェクターにアップされるたびに目を
見開く参加者とは対照的に、落ち着いたトーンで持論を展開する上鹿渡さ
んの“仕事”ぶりは実に淡々としていた。この温度差に、これからの社会
的養育について、いささか妙な安堵を憶えた六華サロンだった。
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京
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で
、
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く
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同
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き
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を
心
よ
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楽
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て
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本
年
も
よ
ろ
し
く
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願
い
い
た
し
ま
す
！

「社会的養護の現場から、こどもに必要なことを考える」
第 128 回「六華サロン」開催

かつて東京・九段下（千代田区）にあった東京六華同窓会事務所を会場に、カジュ
アルな意見交流と学びの場として 2008 年 10 月 24 日にスタート。20 年 2 月 20 日の
第 126 回を最後に開催がストップしていたが、田部知江子さん（南 39 期）の声掛け
により、元朝日新聞記者・ジャーナリストである岡野直さん（南 28 期）をゲストス
ピーカーとして 24 年 2 月 29 日に復活開催された。次回、第 129 回は田部学さん（南
43 期）をゲストに 25 年 2 月 3 日 ( 月 ) 開催を予定している。

（広報委員 南 43 期 北條貴文 ）

第 128 回六華サロン記念写真。
2024 年東京幹事期の南 40 期を中心に

上鹿渡和宏さん（南 40 期）

全国の児童相談所における虐待相談件数
の推移（1990 年～ 2020 年）

「六華サロン」とは？

あんど


